
ひらかわ

市議会だより
平成２６年
６月定例会

第３５号
平成２６年９月１５日発行

発行：青森県平川市議会　　編集：平川市議会広報特別委員会

〒０３６－０１０４ 青森県平川市柏木町藤山２５番地６　ＴＥＬ（０１７２）４４－１１１１ ＦＡＸ（０１７２）４４－６９８８

平川市ホームページ：http://www.city.hirakawa.lg.jp/　メールアドレス：gikai@city.hirakawa.lg.jp

目次 ２
３～５
６

７～１２
１３
１４
１５
１６

◆平成２６年第２回（６月）定例会（概要）
　　　　　　　　　　　　（審議した議案）
◆議決一覧表
◆市政に関する一般質問より（５議員）
◆議員表彰
◆議員全員協議会開催
◆新議員の顔ぶれ
◆議会の動き・編集室から

完熟
津軽の桃「あかつき」



2

第２回定例会（概要）

［ 会 期 日 程 ］

６月１２日（木）　本会議

６月１３日（金）　（議案熟考のため休会）

６月１４日（土）　（休会）

６月１５日（日）　（休会）

６月１６日（月）　常任委員会

６月１７日（火）　本会議（一般質問）

６月１８日（水）　（議事整理のため休会）

６月１９日（木）　本会議（最終日）

　平成２６年第２回平川市議会定例会は、６月１２日から１９日までの８日間を会期として開催されま

した。

　６月からはじまったクールビズにより、議員、理事者ともにノーネクタイにて審議しました。

　本定例会に提出されました議案は、人事案２件、条例案４件、補正予算案３件、財産の取得案１件

の合わせて１０件と報告６件（うち承認を求めるもの２件）でした。また、最終日（１９日）には平成

２６年度補正予算案が１件追加提案されました。

　これらを慎重に審議した結果、議案第７３号、専決第２号、専決第３号は起立採決の結果、原案可

決または承認となりました。その他の議案については全て原案同意、または原案可決、承認となりま

した。
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第２回定例会（審議した議案）

●人権擁護委員に

　小
お

笠
が さ

原
わ ら

　昭
あ き

治
は る

　氏を同意

　人権擁護委員　小笠原昭治氏の任期が平成２６年

９月３０日をもって満了するので、再任について同意

した。

　住　所　平川市広船

　　　　　昭和２４年生

●人権擁護委員に

　山
や ま

田
だ

　君
き み

子
こ

　氏を同意

　人権擁護委員　山田君子氏の任期が平成２６年９月

３０日をもって満了するので、再任について同意した。

　住　所　平川市碇ヶ関

　　　　　昭和２１年生

●平川市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例案
（平成２６年６月２０日から施行）

　国民健康保険税に基礎課税額について、被保険者

所得割額及び均等割額を改め、並びにその他所要の

改正を行うため。

質　疑

　問 　改正による国民健康保険税の増額の平均は。

　答 　今回の改正は、所得割に係る税率を７．６％

から８．２％、被保険者均等割額を２万円から

２万３，８００円に引き上げるものであり、平均は

３，９２２円、４．６％の増となる。

　問 　改正に至った経緯は。

　答 　例年、国民健康保険特別会計の当初予算に係る不

足分を賄うため繰り入れている国民健康保険財政

調整基金の残高が減少しており、税率・税額を据

え置いたままの場合、平成２７年度当初予算時に不

足を生じる見込みとなることから、平成２８年度末

までの不足を解消する見通しのもと、改正するこ

ととした。

●平川市手数料条例の一部を改正する条例案
（平成２６年８月１日から施行）

　青森県屋外広告物条例及び青森県知事の権限に属

する事務の事務処理の特例に関する条例の一部改正

に伴い、青森県屋外広告物条例第１０条第３項の規定

による許可の期間の更新に関する事務の手数料を徴

収するため。

質　疑

　問 　改正内容について。

　答 　屋外広告物の期間の更新について規定がなかった

ため追加したものである。

●平川市乳幼児医療費給付条例の一部を改正す

る条例案
（平成２６年１１月１日から施行）

　未就学児に係る医療費の自己負担に係る費用につ

いて、全額助成するため。

　平均３，９２２円、４．６％の引き上げというルール

通りの運営ということだが、消費税増税等家計を

圧迫している社会情勢上、法定外繰り入れなどの

措置を講じるべきではなかったかとの見地から反

対する。

　今後とも国保被保険者の高齢化は進み、保険給

付費は増加することが見込まれる中、安心して医

療が受けられるよう将来にわたり安定した国民健

康保険事業の健全化を目指すためには必要な税率

の改正であることから賛成する。

人 事 案 件

条例案・条例改正案

反対討論あり

賛成討論あり
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第２回定例会（審議した議案）

質　疑

　問 　改正後の４歳児以上の医療費の給付方法は。

　答 　これまで３歳児までに行われていた現物給付の方

法と同様に、医療機関窓口での対象医療費の支払

いがなくなる。

●平川市工場等設置促進条例の一部を改正する

条例案
（平成２６年６月２０日から施行）

　企業立地の促進等による地域における産業集積の

形成及び活性化に関する法律第２０条の地方公共団体

等を定める省令の一部改正に伴い、承認企業立地計

画に従って設置される施設における特例の適用期限

を延長するため。

質　疑

　問 　特例の適用期限を２ヶ年延長したことで対象と

なる施設があるのか。

　答 　対象となる見込みの施設は、今現在はない。

●財産の取得について
　消防ポンプ自動車１台、小型動力ポンプ積載車（普

通車）１台及び小型動力ポンプ積載車（軽自動車）１台

を取得するため。

質　疑

　問 　指名業者はどのように選んでいるのか。

　答 　これまでの実績と現在の財務諸表について総合的

に勘案して指名している。

●平成２６年度平川市一般会計補正予算案（第

１号）
　予算の総額に歳入歳出それぞれ７億４，７２９万４，０００円

を追加し、総額を１７３億７２９万４，０００円とする。

質　疑

　問 　農地中間管理事業業務委託について。

　答 　所管する課は農林課と平川市農業委員会。農林課

では貸付や農地を貸す人の管理、この制度を農業

者に周知させる業務。農業委員会では借りる人の

管理、及びそのための台帳等を管理することが大

きな概要である。

　問 　防犯灯のＬＥＤ化事業委託料について。これは

街灯も入るのか。

　答 　平川市全体で防犯灯・街灯が４，０７２ほどあり、

その全てを調査するということで予算計上している。

　問 　市民歌制定事業委託料の委託予定業者は。ま

た、歌手の選定や作成時期は。

　答 　委員会より、業務委託の他に作曲等が生業の市民

の方も視野に入れてはどうかという意見も出たた

め、どちらにするかは委員会とも十分検討しなが

ら決めていきたい。

　問 　町会加入促進事業について。現在、町会の行事

における参加率が少ない。町会の内容を知らない

人がたくさんいるため、たまに広報に載せ、でき

るだけ加入していただくようなシステムをつくっ

てはどうか。

　答 　現在開催しているまちづくり懇談会は、町会のあ

り方や町会員の考えも含めて広報に載せている。

いずれにしても、町会加入そのものも広報活動に

入れて努めていきたい。

　問 　子育て住宅支援補助金について。この制度を利

用する人の実態は。

　答 　本年度の申し込みの状況としては、全部で５１世

帯、大人が１４６人、子どもが８６人である。

　問 　災害復旧費について、現在の状況は。

　答 　台風１８号に基づく災害の復旧状況であるが、

工事が全部で４０１箇所ある中で発注すべき工事は

３６３箇所。それに対して６月６日現在、発注の進

捗は９０．５％である。完成の状況が３６３箇所のうち

の３１９箇所。進捗率が７９．６％で、もう工事が終わ

り引き渡しが終わったものは１０９箇所である。

　問 　総合運動施設費の工事請負費の中身について。

　答 　工事は３つあり、野球場サブグランドも兼ねる形

式の尾上スポーツセンター多目的広場の整備工事が

　　１億３，８７２万１，０００円、屋内運動場のドームと

プールの水銀灯をＬＥＤに換える交換の工事が

１，７３９万９，０００円、尾上の体育館の水銀灯をＬＥ

Ｄに換える工事が３５９万４，０００円である。

　問 　子育て世帯臨時特例給付金について。これから消

費税が１０％になるがその時はまた実施するのか。

　答 　福祉給付金と一緒にやっているこの子育て臨時特

そ の 他

補 正 予 算
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第２回定例会（審議した議案）

例給付金は、今回限りのものである。

●平成２６年度平川市水道事業会計補正予算案

（第１号）
　収益的支出の水需要推計業務の委託料調整で

４７４万２，０００円を増額する。

質　疑

　問 　委託料の内訳について。

　答 　基本計画に係る水需要予測の策定のための委託料

である。

●平成２６年度平川市新館財産区一般会計補正

予算案（第１号）
　予算の総額に歳入歳出それぞれ８万５，０００円を追

加し、総額を９万６，０００円とする。

●平成２６年度平川市一般会計補正予算案（第

２号）
　予算の総額に歳入歳出それぞれ２，８３９万６，０００円

を追加し、総額を１７３億３，５６９万円とする。

●放棄した私債権の報告について
（報告のみ）

　時効や生活困窮等による未収金等を放棄する。

●専決第２号　平川市税条例等の一部を改正す

る条例
（原案承認）

　地方税法等の改正に伴い、平川市税条例及び平川

市税条例の一部を改正する条例を改正する必要が生

じたため。

質　疑

　問 　地方税法等の改正に伴い、周りの各市町村は臨

時議会等で対応しているが、平川市はなぜ専決処

分としたのか。

　答 　６月で間に合う場合もあるが、施行日が４月１日

のものもあり３月にやらざるを得なかったため。

●専決第３号　平川市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例
（原案承認）

　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険

税の後期高齢者支援金等課税額及び介護納付金課税

額の課税限度額を改め、並びに被保険者均等割額及

び世帯別平等割額を減額する基準を改め、並びにそ

の他所要の改正を行う必要が生じたため。

質　疑

　問 　後期高齢者支援金と課税額、及び介護納付金課

税限度額それぞれの影響額は。

　答 　改正前の限度額の世帯が１４４世帯、改正後は９９

世帯。４５世帯減の見込みである。

　　　これに伴い、７割軽減、５割軽減、２割軽減のほ

うも拡充されている。軽減の対象が２，７５１世帯か

ら３，０９８世帯、３４７世帯増。内容は、５割軽減の

世帯が３９８世帯増、２割軽減の世帯が５１世帯減で

ある。

●平成２５年度平川市一般会計繰越明許費繰越

計算書の報告について
（報告のみ）

　平成２５年度国および県の補助事業及び単独事業合

わせて８事業について、地方自治法施行令第１４６条

第２項の規定に基づき、平成２５年度平川市一般会計

繰越明許費繰越計算書を調製した。

●平成２５年度平川市一般会計事故繰越し繰越

計算書の報告について
（報告のみ）

　平成２５年度単独事業（３事業）について、地方自

治法施行令第１５０条第３項の規定に基づき、平成２５

年度平川市一般会計事故繰越し繰越計算書を調製した。

●専決第４号　平成２５年度平川市一般会計補

正予算（第８号）
（原案承認）

　予算の総額に歳入歳出それぞれ２億５，１３３万３，０００

円を追加し、総額を１８２億４，８１７万７，０００円とする。

●専決第５号　損害賠償額の決定について
（報告のみ）

　車両事故による損害賠償の額を定めることについ

て専決処分する。

報 告
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議決一覧表

第２回 定例会議決一覧表
議案
番号

議　　案　　名
本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【人事案件】

７１ 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 付託省略

７２ 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 付託省略

【条例案・条例改正案】

７３ 平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例案 原案可決 起立採決 教育民生 原案可決

７４ 平川市手数料条例の一部を改正する条例案 原案可決 建設経済 原案可決

７５ 平川市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条
例案 原案可決 教育民生 原案可決

７６ 平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条
例案 原案可決 建設経済 原案可決

【補正予算案】

７８ 平成２６年度平川市一般会計補正予算案（第１号） 原案可決 付託省略

７９ 平成２６年度平川市水道事業会計補正予算案（第１
号） 原案可決 建設経済 原案可決

８０ 平成２６年度平川市新館財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 付託省略

８１ 平成２６年度平川市一般会計補正予算案（第２号） 原案可決 付託省略

【そ　の　他】

７７ 財産の取得について 原案可決 付託省略

【報　　　告】

２ 放棄した私債権の報告について

３

専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて

・専決第２号 平川市税条例等の一部を改正する条例 原案承認 起立採決 付託省略

・専決第３号 平川市国民健康保険税条例の一部を改
　　　　　　 正する条例 原案承認 起立採決 付託省略

４ 平成２５年度平川市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

５ 平成２５年度平川市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

６
専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて

・専決第４号 平成２５年度平川市一般会計補正予算
　　　　　　（第８号） 原案承認 付託省略

７
専決処分した事項の報告について

・専決第５号 損害賠償額の決定のついて

平成２６年
（６月議会）
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一 般 質 問

１．古川　敏夫　議員（一括質問方式）
　１．福祉行政について

　２．地域活性化事業について

２．齋藤　政子　議員（一括質問方式）
　１．空き家に対する早期対策を

　２．通学路の拡幅について（町居〜平賀東中学校）（県

道　吹上金屋黒石線）

　３．平川市の橋の補修計画について

３．福士惠美子　議員（一括質問方式）
　１．定住人口対策について

　２．通学路の安全確保について

　３．職員の恒久的残業対策について

平成２６年 第２回（６月）定例会　一般質問傍聴席

※６月定例会では２７名の方が傍聴されました

４．工藤　竹雄　議員（一括質問方式）
　１．第２期平賀総合運動施設整備事業について

５．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．平川市長選挙における公職選挙法違反、並びに市

社会福祉協議会やグループホームの事件報道につ

いて

　２．第２期平賀総合運動施設整備事業について

　３．庁舎建設計画について
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一 般 質 問

古川　敏夫　議員

１．福祉行政について

　問 　①今回の介護保険の給付基準の変更で要支援認定者が受けられなく

なるサービスがあるようだが、現在の平川市の認定者の人数は。

　　　②介護保険の給付から要支援認定者の訪問介護と通所介護を外し、

ボランティア等の市町村の地域支援事業に移すとあるが、いままで

の要支援認定者へのサービスはどのように変わるのか。

　答 　①平成２６年５月末現在、要支援１が２１５名、要支援２が２２２名、合

わせて４３７名が介護予防の必要な方として認定されている。

　　　②今回の見直しにより、介護事務所による既存のサービスに加え、Ｎ

ＰＯ・ボランティア・民間企業等による多様なサービスの提供が可

能となる。現段階では、既存の専門的なサービスが必要な人は市町

村が適切に判断して提供するということが報道されているが、その

基準や総合事業の事業費の上限の問題等、確定していないものも多

数ある。

　　　　今後も情報を収集・分析し、要支援の方々の自立に向けた効果的な

施策が展開できるよう努めていきたい。

２．地域活性化事業について
　問 　平川市の農産物を活用・地産地消を実施するために、平賀商店街または商工会隣りの空き地に

おいて、軽トラックを利用しての青空市場を開催してはどうか。

　答 　市内には農産物直売所が有人・無人を含めて１１箇所あり、独自に活動・運営している。また、

市において毎年地産地消・食育推進フェアとして「ひらかわフェスタ」を開催し、市内の農業団

体等による農産物の販売を行ってきている。これらの直売所をＰＲし、消費者が地域に買いに行

くことも地域間の交流及び地域活性化につながると考える。

　　　これまでも生産者及び直売所関係者に対して軽トラ市の開催について意向調査をしており、現在

は開催の意向は無かったものの、今後開催希望があった場合には市農産物の消費拡大及び地域活

性化に向けて協力していきたい。

問 　消費拡大はもちろんのことだが、地域活性化するのが

目的である。青空市場をやっていくことで知名度が上が

り、市外の人が家族連れで遊びにきたりできるようなこ

とをしたい。

答 　意向調査の中で、現在ある直売所を活用したほうがい

いのではないかという声が圧倒的に多かったため、軽ト

ラ市が行われてこなかった経緯がある。

　　県内でも五所川原市など、軽トラ市を開催して大々的

に地域活性化及び農産物の販売、消費拡大を行っている

地域は全国的にも多数ある。

　　まずは参加する団体や農家があるのかどうかを調査し

た上で推進していきたいと考えている。
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一 般 質 問

齋藤　政子　議員

１．空き家に対する早期対策を

　問 　空き家条例の設置について、平川市の取り組み状況や今後の予定は。

　答 　取り組み状況としては、他自治体の先進事例の情報収集と分析を行い

検討するなど、条例制定に向けて準備を進めている。

　　　今後は、庁内関係課による検討会議の立ち上げ、外部の意見や提案を

いただくための会議を設置するなどの実効性のある条例となるよう議

論を重ね、平成27年３月定例会への提案を目指したい。

　問 　他市町村の空き家条例の制定についての動きは。

　答 　県内では、青森市、八戸市、五所川原市、むつ市、つがる市の５市、

藤崎町、深浦町、中泊町、大間町、田子町の５町が制定済み。弘前市は

９月に上程予定、黒石市は未定である。

２．通学路の拡幅について（町居〜平賀東中学校）
　（県道　吹上金屋黒石線）
　問 　通学路の拡幅、生け垣のその後について。

　答 　当路線はすでに平成８年から平成１７年度に新館工区が完成、平成１８

年から平成２３年度に町居工区の一部が完成し、供用が開始されている。

　　　町居十文字から平賀東中学校までの整備計画だが、事業主体である中

南地域県民局で今年度より交通安全施設整備事業として着手している。

今年度は路線測量、道路設計、用地測量及び建物補償調査を行い、平成

２７年度に用地買収及び補償物件の契約を予定している。今後は県・町

会及び地権者と協議を進め、早期完成に努めていきたい。

　問 　平成２７年度から用地買収等の予定ということだが、最近の状況は。

　答 　県の具体的、金額的詳細については、これから測量等のためまだ開示

されていない。方向としては測量関係、建物の補償関係から入ってい

く予定。できれば平川市としては、用地を確保でき次第、率先して関

与していきたい。

３．平川市の橋の補修計画について
　問 　①補修が必要な５１橋のうち平賀、尾上、碇ヶ関地区の橋の数は。

　　　②補修の計画は。

　　　③１５メートル以上の基準の根拠は。

　答 　①平賀地区が２５橋、尾上地区が２橋、碇ヶ関地区は３１橋である。

　　　②平成２１年度から平成２３年度までの三カ年で、対象となる１５メー

トル以上の５８橋について調査を行い、平成２４年度に十カ年の修繕

計画を策定した。おおむね１カ年につき５橋ほどの計画である。

　　　③青森県の橋梁長寿命化修繕計画において、橋長１５メートル未満に

関して日常点検や維持工事などの簡易な点検を主体とする維持管理

を行うこととしており、当市においてもこれを準用しているため。

町居の生け垣町居の生け垣
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一 般 質 問

福士惠美子　議員

１．定住人口対策について
　問 　①旧カントリーエレベーター跡地の今後の活用内容・基本的方針は。
　　　②種子センターの現状と今後の方向性について。
　　　③平賀駅裏の開発について。
　答 　①当該地は平成２４年に解体され更地となっているが、津軽みらい農

協に確認したところ、現在、土地利用計画として具体的なものはな
いそうである。

　　　②平成２２年１月に津軽みらい農協から旧カントリーエレベーターと
種子センター建設に関しての支援要望があったが、津軽みらい農協の
経営事情により種子センター建設は断念した経緯がある。

　　　　現在は経営事情も好転し、建設について再度検討され始めているた
め推移を見守りたい。

　　　③将来的な周辺地開発の方向性については、各種土地利用計画の方針
に基づき慎重に進めていきたい。

２．通学路の安全確保について
　問 　①樹木の枝折れ等の街路樹対策、アメリカシロヒトリ対策について。

　　　②古くなった各種標識・看板等についての対策は。

　答 　①街路樹対策については日常業務において道路パトロール等を実施しているが、加えて要望・苦

情等があれば現場を確認の上、早急に対応しているところである。

　　　　害虫駆除の件は、柏木町のゆとりの駐車帯、駅前のポケットパーク、商工会隣のふれあい広

場、光城地区の街路樹は、土木課で毎年２回の薬剤散布を実施。県道部分の街路樹は害虫を確

認次第、中南地域県民局へ連絡し駆除をお願いしている。また、昨年同様、防除を行う町会に

は防除器具一式の貸出、薬剤の無料配布を実施。一般家庭の樹木については、土地所有者に対

応をお願いしているため、個人等への器具貸出や薬剤無料配布は行わないこととしている。

　　　②平成２４年度に警察、道路管理者、学校関係者、町会等の関係機関による通学路の緊急合同点

検を実施。危険箇所などの情報を共有するとともに、中長期的な対策を要する箇所を除き、関

係機関において必要な措置を講じている。

３．職員の恒久的残業対策について
　問 　昨年の台風１８号の豪雨災害における復旧作業のため、新年度になっても残業が続いていると聞

く。市としてこのような恒久的残業に対してどのような対策を考えているか。

　答 　当市としては、職員の健康状態に留意しつつ、各課の状況を踏まえ、必要に応じて他課職員や臨

時職員を応援として配置するなどして業務の軽減を図っていきたい。

　　　今後このような災害があっても今以上に対処できるよう、技術職員等を定期的に採用・養成

し、人員を確保していかなければならないと考えている。

平賀農協種子センター光城地区街路樹
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一 般 質 問

工藤　竹雄　議員

１．第２期平賀総合運動施設整備事業について

　問 　①平成２１年度基本設計・平成２２年度で実施設計の策定（構想・計

画）について。

　　　②計画見直し検証について。

　　　③議論不足について。

　答 　①平成２０年９月議会では、２１年度に基本設計、２２年度に実施設計

を行い、平成２３年度から２４年度の２年間でグラウンドを完成させ

る構想・計画を立てていると、当時の市長から答弁されている。

　　　　また、計画通りに実施されなかったことについては、平成２０年暮

れからのリーマンショックに端を発した経済不況の中で財政的な事

情が変化し、慎重を期したことが要因である。

　　　②第２期平賀総合運動施設整備事業については、平川市始まって以来

の大型プロジェクトであり、市民の関心も非常に高いことからより良

い運動施設を整備しなければならないと感じ、慎重に事業検証したい

との思いから、関係課に事業内容等を精査するよう指示したところで

ある。

　　　③関連予算案を市議会に提案するにあたり議案説明会でその概要を説

明し、理解を進めるといった手続きがされなかった点についてはお詫

びしたい。

　　　　市長の指示により担当部局において事業内容を精査、検討した上で

市としての整備方針を固め、議員全員協議会への説明となった。

　問 　将来の人口減少社会の中で、当市のスポーツ人口の動態は。

　答 　スポーツ人口は、平成１７年は大体８，０００から９，０００人。ここ１、２年の本市のスポーツ人口の

ピークは１万１，０００人程度になる。

　　　その後平川市の人口減に伴い徐々に減少するものの、１０年後の平成３６年頃までは大体１万人

を確保するといった傾向になっている。

　問 　４０年後までの維持管理経費の試算は。

　答 　現在のドームでは、年間２，８００万円程度の維持管理経費になっている。

　　　これから整備する主な施設は、陸上競技場、野球場を１面兼ねたソフトボール場２面で、広い敷

地の管理と草刈り等の管理費がかかっていくため、年間の維持管理経費は１，０００万円から

１，２００万円程度である。ただし陸上競技場が全天候型であるため、劣化した場合の修理費等の経

費も計画的にみる必要がある。

　問 　平賀総合運動施設、スポーツランドひらか等を合わせた将来的な周辺開発についての考えは。

　答 　総合運動施設としての計画は、いま用地取得している中にすべて収まる予定である。今回の貸付

している駐車場をなくすとなると、十分体育館用地も確保できる状況にあると認識している。

　　　これからは規模、内容等を検討した上で議論し、長期総合計画の中に組み込んでいかなければな

らないと考えている。
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一 般 質 問

齋藤　律子　議員

１．平川市長選挙における公職選挙法違反、並びに市社会
　福祉協議会やグループホームの事件報道について

　問 　①綱紀粛正に対する取り組みについて。

　　　②企業や団体との係わり方や天下り人事について。

　答 　①現在、市内の集会所においてまちづくり懇談会を開催しており、市

民の皆様と相互理解を深めながら誇りの持てる平川市をつくりあげ

ていきたい。また、子育て支援事業、木質バイオマス事業等、当市で

行われている先進的な取り組みのほか、市民の活躍等の明るい話題

を積極的に発信することにより市のイメージアップにつなげたい。

　　　②市から退職職員のポストをお願いしているようなことはない。ただ

し、団体側から事務に精通した人の推薦をお願いされた場合は、それ

に応えることはある。

２．第２期平賀総合運動施設整備事業について
　問 　①当初計画の基本設計、実施設計を議会に示さなかったのはなぜか。

　　　②計画見直しの問題について、貸付している駐車場の問題を除いて実

施設計を組んだのはなぜか。

　　　③第２期工事はこれから議論の積み上げが必要である。

　答 　①基本設計の段階では３案あり、比較した場合にさまざまな要望等が

出てくるため、財政等も踏まえて選択は内部で進めるほうがいいので

はという議論が当時あった。

　　　②駐車場問題を解決せずに計画を組んだその理由に関しては、了解は

していない。そのことを外したことに問題があるということで、今回

見直しを指示した。

　　　③耐震の絡みもあり、築３５年以上経過した現在の体育館も建替えな

ければならず、できれば運動施設の中で消化したほうが良いとのこと

で今回の全員協議会の話合いの中に入れさせていただいた。規模や施

設の目的等はこれから議論を重ね、長期計画の中に組み入れながら検

討していきたい。

３．庁舎建設計画について
　問 　現状と考え方について。

　答 　現在本庁舎は建築から３５年以上経過しており、耐震診断では震度６、７で倒壊する可能性があ

るとの結果になっており、災害時の拠点として望ましくない現状である。市民課や税務課等の市

民と直接接する窓口が２階にありバリアフリーとは言えず、また縦割りの窓口機能によりワンス

トップサービスが行えない。その上分庁方式により、庁舎間を市民が行き来しなければならない

など、利便性はかなり低いものと考えている。

　　　庁舎建設計画については現在庁内で検討しているところであり、財政状況と照らし合わせて問題

を一度に解決できるよう、計画の柱となる基本方針の策定に向けて現在進めているところである。

平川市役所本庁舎
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議会を傍聴してみませんか
定例会は３月、６月、９月、１２月に行われます

詳しくは議会事務局まで　電話（０１７２）４４－１１１１（内線１５１１）

議 員 表 彰

　５月２８日に行われた第９０回全国市議会議長会定期総会において、市議会議員として長きにわたって、

市政の発展に尽くされた功績により２名の方が表彰されました。

※全国市議会議長会表彰規程第２条の２により、市町村合併以前の勤続年数は２分の１の換算となっております。

※勤続年数は平成２６年４月１日までの計算となっております。

佐藤　雄　議員（在職１５年以上）

議会における経歴

任　　　期

第１期
昭和５４年１２月１日

　〜　昭和５８年１１月３０日

第２期
昭和５８年１２月１日

　〜　昭和６２年９月２０日

第３期
平成１１年１２月１日

　〜　平成１５年１１月３０日

第４期
平成１５年１２月１日

　〜　平成１７年１２月３１日

第５期
平成１８年１月１日

　〜　平成１９年７月３１日

第６期
平成１９年８月１日

　〜　平成２３年７月３１日

第７期
平成２３年８月１日

　〜　現在

成田敏昭　議員（在職１５年以上）

議会における経歴

任　　　期

第１期
平成４年２月５日

　〜　平成８年２月４日

第２期
平成８年２月５日

　〜　平成１２年２月４日

第３期
平成１２年２月５日

　〜　平成１６年２月４日

第４期
平成１６年２月５日

　〜　平成１７年１２月３１日

第５期
平成１８年１月１日

　〜　平成１９年７月３１日

第６期
平成１９年８月１日

　〜　平成２３年７月３１日

第７期
平成２３年８月１日

　〜　現在
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地
図
・
略
図
・
図
面
等
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
記
入
例
】

平成　　年　　月　　日

平川市議会議長（氏名）　殿

　　請願（陳情）者　住　所

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　㊞

　　　　　紹介議員　氏　名　　　　　㊞

○○○に関する請願（陳情）書

【請願 ( 陳情 ) の要旨】

【理　由】

平成２６年度第１回議員全員協議会が５月２６日に開催されました。第２期平賀総合運動施設

整備事業について教育委員会事務局長及び企画財政部長から概要等の説明があった後、議員

から活発な意見がだされました。

▲　議員全員協議会のようす　▲

▲　平賀総合運動施設予定地　▲
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新議員の顔ぶれ

桑
くわ

田
た

公
きみ

憲
のり

　議員

［ 唐 竹 ］【新】

総務企画常任委員会

三
み

浦
うら

純
じゅん

一
いち

　議員

［ 尾 崎 ］【新】

教育民生常任委員会

原
はら

田
た

　淳
あつし

　議員

［ 沖 館 ］【新】

総務企画常任委員会

工
く

藤
どう

輝
てる

昭
あき

　議員

［ 館 田 ］【新】

総務企画常任委員会

齋
さい

藤
とう

英
ひで

仁
ひと

　議員

［ 蒲 田 ］【元】

教育民生常任委員会

小
お

野
の

敬
けい

子
こ

　議員

［ 新 屋 ］【元】

建設経済常任委員会

大
おお

川
かわ

　登
のぼる

　議員

［大光寺］【元】

建設経済常任委員会

※［　］内は行政区、【　】内は新人または元議員をあらわす。

石
いし

田
た

昭
あき

弘
ひろ

　議員

［ 猿 賀 ］【新】

建設経済常任委員会

平成２６年７月２７日に実施されました平川市議会議員補欠選挙に８名が当選しました。

任期は、平成２６年７月２８日から平成２７年７月３１日までです。
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議会の動き

平成２５年平川市議会傍聴者実績
（単位：人）

期　　　間
傍聴者数

平川市内 平川市外 計

第１回定例会 　３月　４日　〜　　３月１８日 ２４ ７ ３１

第２回定例会 　６月　６日　〜　　６月１４日 ２５ ６ ３１

第３回定例会 　９月　６日　〜　　９月２０日 １８ ７ ２５

第４回定例会 １２月　５日　〜　１２月１３日 １８ ６ ２４

合計 ８７ ２６ １１１

（傍聴者数はのべ人数です。）

◆◆◆　編 集 室 から　◆◆◆

* 議会の動き*
６月　４日

６日

〃日

８日

１２〜１９日

１３日

１４日

２２日

２４日

３０日

７月　１日

５日

９日

１１日

１３日

１６日

２２日

２５日

３１日

８月　２日

３日

５日

〃日

１５日

１７日

１８日

１９日

２６日

２８日

〃日

３０日

〃日

３１日

第３７回黒石警察友の会通常総会に議長出席（黒

石市）

議会運営委員会

平成２６年度平川市建設協会通常総会懇親会に議長

出席

特定非営利活動法人平川市文化協会設立総会に議

長出席

平成２６年第２回定例会

平川市防犯協会通常総会に議長出席

碇ヶ関地域活性化推進協議会総会に議長出席

第１９回平川市たけのこマラソン大会に議長ほか

出席

平成２６年度平川市労働福祉協議会通常総会に議長

出席

平成２６年度平川市物産協会通常総会懇親会に議長

出席

黒石市市制施行６０周年記念式典及び祝賀会に議長

出席（黒石市）

第８回津軽地区身体障害者スポーツ大会に議長出席

八戸・能代間、北東北横断道路整備促進期成同盟

会及び角館大鰐間国道整備促進期成同盟会平成２６

年度合同総会に議長出席（秋田県鹿角市）

国道４５４号整備促進期成同盟会平成２６年度要望

活動に議長出席（青森市）

第５８回平川市連合獅子踊保存会巡回競演大会に議

長出席

平成２６年度津軽南市町村議会連絡協議会第１回事

務局長会議に事務局長出席

第６９回市町村対抗青森県民体育大会平川市選手団

結団式に議長出席

第５８回全国りんご研究大会園地視察会に議長出席

第８回弘南鉄道活性化支援協議会総会に議長出席

平川ねぷたまつり２０１４に議長出席

　　　　　　　〃

議会広報特別委員会

第４１回おのえねぷた祭り・表彰式に議長出席

碇ヶ関御関所祭りに議長ほか出席

第６９回市町村対抗青森県民体育大会解団式に議長

出席

平成２６年度平川市戦没者追悼式に議長ほか出席

平成２６年度津軽南市町村議会連絡協議会第１回定

期総会に議長、副議長、事務局長出席（藤崎町）

第９回高齢者軽スポーツ大会に議長出席

平成２６年度第２回臨時会

第２８回青森県消防操法大会解団式に副議長出席

平成２６年度平川市水害対応型防災訓練に議長ほ

か出席

尾上野球場ナイター照明等完成記念平川市ナイ

ター野球交流大会に議長出席

第３３回チャリティ商工会員とその家族・従業員慰

安会並びに永年勤続者表彰式に議長出席

平成２６年

　熱く燃えた古希の夏
　我が八幡崎ねぷた同志会、念願叶う熱い思いが、８月
２・３日「平川ねぷたまつり２０１４」に初参加、小型の部で
銀賞・運行優良賞などを受賞しました。
　日沼・新山両地区のねぷた関係者の多数応援を率いての
三町会合同運行でした。
　威勢のいい「ヤーヤドー」の掛け声・金魚・津軽為信
公・キャラクター等人形ねぷたが連なり、力強い太鼓・心
を躍らせる笛、心が通う一心同体に感動しました。

　更に会場の熱気に包まれた人びと…大きな拍手歓声が上
がる観客の感激を肌に感じました。
　主催者発表の期間中の観客数は前年度比約１８％増、
４万５，０００人。少子化等で参加できない町会の子ども達に
夢と希望、そして「子ども達の記憶に残るねぷた」、これが
我々の一番大切なことと語る一戸会長。又、来夏へ誓いの
杯交わす町会合同運行の協力に感謝します。

（熱く燃えた古希の工藤竹雄）


